
【１　感染防止対応の原則】　　

①　大会中はゲーム出場中の選手を除き、全員がマスクを着用するようお願いします。

②　会場内では、常に密接とならない距離を確保してください。

③　入場時や試合中、TOの後など、手・指のアルコール消毒を行ってください。

　　また、試合後は使用した物品の消毒を行ってください。

④　競技やTOが終わったら、チームは速やかに会場から退出し、帰宅願います。

⑤　チームが持ち込んだすべての物品や発生したゴミ等はお持ち帰りください。

⑥　消毒作業消耗品は、チームで用意願います。

【２　大会当日】　受付及び入場の手順

　以下のa)、b)、c)がそれぞれ所定の時間（後日提示するタイムテーブルを参照のこと）

　に入場し、それぞれ【①様式１～④2-3】の書類をご提出願います。

　a)　団員、指導者、スタッフ　　所定の時間に集合

　b)　感染防止対応協力者（各チーム２名）　　原則としてa)の30分前に各自のビブス着用で集合

　c)　応援保護者　　　原則として自チーム試合開始時間の20分前に集合

※応援者の人数は、協力者を含めて選手と同数とします。

会場により、応援者の人数が変わることがありますので、タイムテーブルを参照のこと。

　a)、b)、c)のそれぞれが、次の手順を踏んでください。

①　大会当日、会場に入る方全員の健康チェックおよび検温を行うとともに、

　その結果を【①様式2-1～④2-3】の各参加者名簿に記載し、会場受付にてチェックを受け、　

　許可を得てから入場すること。

②　入場したら各チーム所定の控え場所に着席すること。

【３　大会会場にて】

（会場内） ① 小さいお子様をお連れの際は、自由に歩き回らないよう注意を払ってください。

② トイレ利用時などの場合は30秒程度以上の流水による手洗いを心がけ、各自のハン

　カチでしっかりと水分をふき取ってください。

③ 途中での退場は可能ですが、再入場はできないのでご了承願います。

④各会場使用のルールを厳守願います。
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◆　新型コロナウィルス　感染防止対応
　チーム責任者は、下記及び「宮城県スポーツ少年団種目別交流大会新型コロナウイルス感染拡大防止ガイドライン」

　の内容をよく確認の上、任命した感染防止対応協力者と衛生管理に努めるようお願いいたします。
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（競技中）

① ベンチにいる選手や応援保護者は、声援やグッズを使用しての応援はできません。

② TOについて、スコアラーが使用する筆記具は各自（チーム）がご持参ください。

③ 審判は、適宜競技球の消毒をお願いします。

【４　大会会場を出てから】　重要事項です

(1) 体調不調者が発生した場合は、

① コールセンター　TEL：022-398-9211

② 単位団指導者

　の順に連絡を行い、コールセンターの指示を受けてください。

(2) 単位団指導者は、③「宮城県スポーツ少年団 TEL 022-349-9656」へ連絡の後、

状況を ④ 協議会事務局へ遅滞なくご連絡をいただきますようお願いします。

理事長　作間良史

携帯： 090-3980-3688

e-maili： ho-suke777@docomo.ne.jp
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問い合わせ：



【感染防止対応協力者へのお願い】

１　大会運営支援：下記事項の徹底にご協力をお願いいたします。

⑴ 集合時間     　原則として、選手・指導者等入場の30分前、各自のビブス着用で集合。

　　※詳細はタイムテーブルを参照のこと。

⑵ 主な業務内容

①　入場受付補助

②　会場内共用設備等の消毒

　※　詳細は、試合当日現地にて説明いたします。

２　チームの感染予防対策

⑴ 大会会場へ入る際、【様式1】新型コロナウィルス感染拡大防止対策同意書

及び【様式2-1】〜【様式3】の参加者名簿の提出のサポートをお願いします。

選手、スタッフ、応援の方々がスムーズに手続きの上入場できるよう、

ご指導をお願いいたします。

⑵ 使用したベンチおよびＴＯ席の消毒作業を持参の物品でお願いいたします。

試合終了後、選手がベンチやTO席を離れましたら、試合のチームはベンチを、

TOチームはTO席を、それぞれ拭き掃除してくださいますようお願いいたします。

清掃に使用しました「除菌シート」等は各自でビニール袋に入れ、口元を縛り、

お持ち帰り願います。

⑶ 応援席　および　控え席

使用しました応援席・控え席の拭き掃除をお願いいたします。

用具は各チームにてご準備をお願いいたします。

お帰りの際は、清掃完了の報告を兼ね、退出（帰宅）する旨を本部に一声

かけてから退出いただきますようお願いいたします。
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令和２年７月１８日作成版

１　大会開催における基本的な考え

　参加者が安全・安心に大会に参加できるよう、宮城県及び日本スポーツ協会ならびに中央競技団体

　の新型コロナウイルス感染拡大防止ガイドラインに基づき大会を実施する。

２　大会開催の条件

（１）宮城県において、緊急事態宣言が発令されていないこと。

（２）通常の教育活動が行われていること。

（３）競技団体及び利用する施設を管理する自治体（指定管理者）が示す新型コロナウイルス感染拡大

　　　防止ガイドラインを遵守し、大会運営が行えること。

（４）大会関係者及び参加者（団員・指導者・保護者等）が事前に宮城県及び市町村が示す新型コロナ

　　　ウイルス感染拡大防止ガイドラインを十分に理解していること。

　※条件が整わない場合は、関係者と協議し、宮城県スポーツ少年団において大会中止の判断を行う。

３　大会開催に向けての対応：主催者

❶大会参加募集時の対応

　　大会開催にあたり、感染拡大防止のため参加者が遵守すべき事項を明確にし、大会要項等で代表者に

　　事前に周知する。

【大会参加の条件】

□  参加団員に体調不良者（発熱・咳・咽頭痛などの症状を持つ者）がいないこと。

□  団員の同居家族や身近な知人に感染が疑われる者がいないこと。

□  大会開催日の過去１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等へ

 　渡航又は当該在住者と濃厚接触がないこと。

□  大会前において、通常練習が継続的に行われていること。

【大会参加時の留意事項】

□  マスクを持参すること。

（競技を行っていない際や会話をする際は、マスクを着用すること。）

□  他の参加者等との距離を１ｍ以上確保するよう努めること。

□  こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒をおこなうこと。

□  大会開催中は大きな声での会話、応援等は控えること。

□  通路等の場所取りや保護者同士のお茶飲み等を控えること。

□  感染拡大防止のため主催者が決めたその他の措置を遵守し、主催者の指示に従うこと。

宮城県スポーツ少年団種目別交流大会

新型コロナウイルス感染拡大防止ガイドライン
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【大会当日の提出書類】

　　新型コロナウイルス感染者が発生した場合に備え、参加者より次の書類の提出を求める。

（参加チームの提出書類）

□  大会参加に係る同意書（様式１号）

□  参加者名簿（団員・指導者・保護者）（様式２号）

　（運営者側の提出書類）（様式３号）

□  大会役員（スタッフ）名簿　（様式３号） 　

※提出された名簿は、宮城県スポーツ少年団にて保管し、大会終了１カ月後にシュレッダーにて破棄します。

　施設管理者と打ち合わせを行い、利用条件等の確認を行う。

４　大会当日の対応：主催者

【準備・確認すべき事項】

❶手洗い場及びトイレの確認

□  手洗い場には石鹸（ポンプ型が望ましい）を用意すること。 

□  「手洗いは３０秒以上」等の掲示をすること。 

□  トイレ内の複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、水洗トイレのレバー等）については、

　こまめに消毒すること。 

□  トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう表示すること。 （施設管理者に確認）

□  手洗い後に手を拭くためのペーパータオル（使い捨て）を用意することも考えられる。

（参加者にマイタオルの持参を求めてもよい。布タオルや手指を乾燥させる設備については使用しないよ

　うにすること。） 

□  手洗いが難しい場合は、アルコール等の手指消毒剤を用意すること。

（アルコール等の消毒剤は、可能な限り県本部で準備する。）

□  広さにはゆとりを持たせ、他の参加者と密になることを避けること。（障害者の介助を行う場合を除く。）

□  ゆとりを持たせることが難しい場合は、一度に入室する参加者の数を制限する等の措置を講じること。

□  室内又はスペース内で複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ・ロッカーの取手・

　テーブル・椅子等）については、こまめに消毒すること。

□  換気扇を常に回す、換気用の小窓を開ける等、換気に配慮すること。

□  大会を室内で実施する場合には、換気の悪い密閉空間とならないよう、十分な換気を行う。

□  換気設備を適切に運転すること。 

□  定期的に窓を開け、外気を取り入れる等の換気を行うこと。 

➌大会会場の管理

❷施設の利用条件の確認

➋更衣室・休憩・待機スペース
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❹ごみの廃棄

□  ゴミは、原則、各自で持ち帰りとすること。 

□  やむを得ずゴミを回収した際は、ビニール袋に入れて密閉して縛り、ゴミを回収する際は、マスクや手袋 

  　を着用すること。

□  ゴミを回収した後は、必ず石鹸と流水で手を洗い、手指消毒をすること。 

❺受付時の対応

□  受付窓口には、手指消毒剤を設置すること。 

□  発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある人は入場しないように表示する（状況によっては、

      発熱者の体温を計測し、37.5℃以上の場合は入場を制限する。） 

□  人と人が対面する場所は、アクリル板、透明ビニールカーテン、フェイスガードなどで遮蔽すること。

□  参加者が距離をおいて並べるように目印の設置等を行うこと。 

□  受付担当には、マスクを着用させること。 

□  受付は原則、生徒に担当させないこと。やむを得ず生徒に担当させる場合は、感染の防止対策を徹底した 

      上で行わせること。

□  受付時の混雑を避けるため、チームごとの入場時間等を決めるなどの対応を行うこと。

□  参加料等の現金のやりとりはなるべく控えること。

□  入場場所を１カ所にするなど、不特定多数が来場しないように工夫すること。

□  三つの密を避けておこなうこと。

□  会話時にマスクを着用するなどの感染防止のために十分配慮すること。

□  参加チーム（指導者・団員・保護者）に対し、本ガイドラインを徹底するよう指導すること。

□  コロナウイルス感染症防止の留意事項を説明すること。

❼開・閉会式

□  参加者が一堂に介して行う開・閉会式は、極力行わないこと。

□  開・閉会式を行う場合には、参加者にマスクを着用させ、選手・役員の距離を１ｍ以上確保するよう努め

     ること。

□  閉会式で表彰伝達を行う際は、マスク・手袋を着用のうえ簡素化して行うこと。

  

❽競技中の留意事項

□  運動・スポーツ中に、唾や痰をはくことは極力行わないように指導すること。

□  タオルや飲料水の共用はしないように指導すること。

□  飲食については、指定場所以外で行わず、周囲の人となるべく距離をとって対面を避け、会話は控えめに

    するよう指導すること。

□  大声での声援は控え、拍手のみの応援とすること。

□  場内アナウンスで、コロナウイルス感染症防止関連の留意事項を放送すること。

５　大会参加における単位団の対応：代表指導者の留意事項

　　代表指導者は、日常的に団員の体調管理や活動状況を把握するとともに、大会当日も無理のない大会

       参加に努めること。

－６ー

➏監督会議やミーティング



❶大会申込時に代表指導者が対応すべき事項

□  参加団員の活動状況を把握すること。

（継続的な活動が行えていない場合は、参加を見合わせること）。

□  新型コロナウイルス感染症に関するガイドラインの周知と保護者からの大会参加の同意を得ること。

➋大会当日に確認すべき事項

□  参加団員・指導者・保護者の体調確認

大会開催2週間以内に以下の症状がある場合は、大会に参加できない。

　　①平熱を超える発熱（概ね３７．５℃以上）

　　②だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難）

　　③臭覚や味覚の異常

　　④体が重く感じる、疲れやすい等

　　⑤新型コロナウイルス感染症とされた方との濃厚接触が認められる場合

　　⑥同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合

　　⑦大会当日の過去１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等へ

            渡航又は当該在住者と濃厚接触が認められる場合

➌大会当日の提出書類

代表指導者は、参加団員・指導者・保護者の体調を管理し、以下の内容が記載された名簿を受付に提出すること。

【提出書類】（指定様式）

□  大会参加に係る同意書（様式１号）

□  参加者名簿（団員・指導者・保護者）（様式２号）

   すること。

❹大会終了後

□  代表指導者は、大会終了後に主催者との連絡がとれるよう配慮すること。

□  大会終了後の参加者の体調を管理し、新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、速やかに宮城県指定

    のコールセンター及び主催者に連絡すること。

対応については、「新型コロナウイルス感染症発症時の連絡体制」フローチャートを確認すること。

６　団員及び保護者の遵守事項

❶試合中の配慮事項

□  本ガイドラインの遵守に努めること。

□  感染拡大防止を考慮し、引率・応援は最小限の人数で対応するよう努めること。

□  試合中に、唾や痰をはくことは極力行わないように指導すること。

□  タオルや飲料水の共用はしないように指導すること。

□  飲食については、指定場所以外で行わず、周囲の人となるべく距離をとって対面を避け、会話は控えめに

     すること。

□  大声での声援は控え、拍手のみでの応援に心がけること。

□  通路等の場所取りや保護者同士のお茶のみ等を控えること。

□  感染拡大防止のため主催者が決めたその他の措置を遵守し、主催者の指示に従うこと。

□  他の参加者等との距離を確保するよう努めること。

□  マスクを持参すること。（競技を行っていない際や会話をする際は、マスクを着用すること。）
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【 連絡先 】

■宮城県健康電話相談口（コールセンター）

　電話番号：022-211-3883　/　022-211-2882

　受付時間：24時間対応

■主催者

公益財団法人宮城県スポーツ協会

　　　宮城県スポーツ少年団　　　

〒981-0122　宮城県宮城郡利府町菅谷字舘４０－１

　　　　　　　　　　　宮城県総合運動公園

　電話番号：022-349-9656

　FAX番号：022-356-8267

　Mail　miyagi-su□osho@ms□f.j□

 

■新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA)の利用にご協力願います。

htt□s://www.mhlw.go.j□/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html
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